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期
待
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
ダ
ム
堤
体
の
本
格
着

工
に
向
け
た
準
備
工
事
が
着
々

と
進
め
ら
れ
て
お
り
、
引
き
続

き
着
実
な
事
業
推
進
を
お
願
い

し
た
い
。

〇
石
央
物
流
団
地
の　
　
　
　

　
　
　

規
模
拡
張
に
つ
い
て

山
陰
自
動
車
道
の
開
通
に
併

せ
、
県
西
部
の
産
業
振
興
及
び

経
済
発
展
を
見
据
え
た
物
流
拠

点
と
し
て
更
に
機
能
強
化
を
図

る
た
め
、
第
�
期
約
�1
㏊
の
敷

地
造
成
に
つ
い
て
も
主
体
と

な
っ
て
整
備
促
進
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
た
い
。

〇
浜
田
海
上
保
安
部
の　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

機
能
強
化
に
つ
い
て

浜
田
港
の
さ
ら
な
る
利
活
用

促
進
の
た
め
、
巡
視
船
等
の
増

強
な
ど
、
浜
田
海
上
保
安
部
の

機
能
強
化
に
向
け
て
島
根
県
と

浜
田
市
が
一
体
と
な
っ
て
関
係

機
関
へ
働
き
か
け
を
お
願
い
し

た
い
。

〇
浜

田

港

へ

の

海

上

自

衛

隊

艦
艇
の
物
資
補
給
基
地
誘
致
に

向
け
た
支
援
に
つ
い
て

海
上
自
衛
隊
艦
艇
の
浜
田
港

寄
港
は
、
市
民
に
と
っ
て
の
大

 
 

島

根

県

知

事

を

囲

む

要

望

懇

談

会

ᒣ▱せᮃ᭩ࢆᡭΏࡍ┴㐃田㒊会㢌

島
根
県
商
工
会
議
所
連
合
会
は
9
月
1
日
、
松
江
市
内
に

お
い
て
、
令
和
5
年
度
島
根
県
知
事
を
囲
む
要
望
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
県
内
8
市
の
商
工
会
議
所
を
代
表
し
、
県
連
田

部
会
頭
か
ら
丸
山
島
根
県
知
事
へ
要
望
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
の
懇
談
会
で
は
各
会
頭
か
ら
地
域
の
状
況
や
課
題
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
知
事
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

丸
山
知
事
か
ら
は
要
望
書

の
提
出
を
受
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
及
び
原
材
料
費
高
騰
、
事

業
承
継
に
対
す
る
事
業
者
支

援
及
び
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

最
重
点
項
目
5
点
に
つ
い
て

触
れ
、
要
望
趣
旨
に
沿
え
る

よ
う
努
め
る
と
コ
メ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。

櫨
山
会
頭
は
、
意
見
交
換
会

で
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
回
復
し
つ

つ
あ
る
も
の
の
物
価
高
騰
、
人

口
減
少
、
人
手
不
足
、
人
件
費

の
上
昇
な
ど
中
小
・
小
規
模
事

業
者
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い

て
報
告
し
た
後
、
次
の
�
点
に

つ
い
て
支
援
を
強
調
さ
れ
ま
し

た
。

(1)
水
産
業
振
興
に
向
け
た
島
根

県
の
積
極
的
な
支
援
に
つ
い
て

���
山
陰
道
開
通
を
見
据
え
た
物

流
団
地
拡
張
工
事
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て

最

重

点

項

目

〇
経
済
対
策
に
つ
い
て

〇
中
小
・
小
規
模
企
業
等
の
事

業
承
継
支
援
に
つ
い
て

〇
広
域
観
光
振
興
と
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
策
の
推
進
つ
い
て

〇
交
通
基
盤
整
備
の
促
進
に
つ

い
て

〇
電
力
の
安
定
供
給
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

ミ
ッ
ク
ス
の
推
進
に
つ
い
て

〇
産
業
廃
棄
物
最
終
処
理
施
設

の
早
期
建
設
に
つ
い
て

当
所
か
ら
の
個
別
項
目

〇
重
要
港
湾
浜
田
港
の　
　
　

　
　
　
　

機
能
充
実
に
つ
い
て

近
年
の
急
速
な
船
舶
の
大
型

化
に
は
対
応
で
き
て
い
な
い
状

況
に
あ
り
、
1
千
Ｔ
Ｅ
Ｕ
積
み

コ
ン
テ
ナ
船
や
大
型
ク
ル
ー
ズ

船
等
の
寄
港
が
可
能
と
な
る
施

設
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

つ
い
て
は
、
圏
域
の
経
済
活

性
化
を
促
進
す
る
た
め
、
早
期

に
大
型
船
に
対
応
し
た
岸
壁
整

備
等
港
湾
機
能
の
強
化
を
促
進

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
現
在
施
工
中
の
新
北

防
波
堤
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
整
備
促
進
を
お
願
い
し
た
い
。

〇
浜
田
漁
港
の
機
能
充
実
と

　
　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

漁
獲
量
の
確
保
対
策
と
し
て

生
産
者
の
維
持
・
増
加
を
図
る

た
め
の
新
船
更
新
及
び
購
入
に

向
け
た
支
援
や
地
元
外
漁
船
の

入
港
誘
致
を
進
め
る
た
め
の
環

境
整
備
と
し
て
冷
凍
・
冷
蔵
能

力
の
強
化
を
促
進
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
陸
上
養
殖
や
海
面
養

殖
に
よ
る
新
た
な
水
産
資
源
の

確
保
に
つ
い
て
も
事
業
推
進
を

お
願
い
し
た
い
。

〇
矢
原
川
ダ
ム
の
事
業
推
進
に
つ
い
て    

矢
原
川
ダ
ム
事
業
は
、
地
域

住
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
波
及
効
果
を
含

め
地
域
に
大
き
な
経
済
効
果
が

き
な
安
心
と
物
資
の
補
給
な
ど

に
よ
る
大
き
な
経
済
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
て
は
、
海
上
自
衛
隊
艦

艇
の
物
資
補
給
基
地
の
誘
致
に

向
け
、
引
き
続
き
島
根
県
と
浜

田
市
が
一
体
と
な
っ
て
関
係
機

関
へ
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た

い
。

〇
石
見
神
楽
伝
承
館
の　
　
　

　
　
　
　
　

建
設
に
つ
い
て

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
石

見
神
楽
は
、
島
根
県
西
部
4
市

5
町
で
継
承
さ
れ
て
い
る
伝
統

芸
能
で
当
地
域
を
代
表
す
る
観

光
資
源
で
あ
る
。

石
見
神
楽
の
学
術
的
な
保
存
、

伝
統
芸
能
の
伝
承
及
び
全
国
に

向
け
て
発
信
し
て
い
く
た
め
に

は
、
定
期
的
な
公
演
や
認
知
度

を
高
め
る
施
設
の
建
設
に
つ
い

て
ご
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
石
見
神
楽
の
認
知
度

向
上
に
よ
る
石
見
地
域
へ
の
誘

客
促
進
に
つ
い
て
は
、
首
都
圏

及
び
令
和
7
年
の
大
阪
・
関
西

万
博
を
見
据
え
た
関
西
圏
で
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
誘
客
対
策

を
強
化
い
た
だ
き
た
い
。

ᕷෆᴗ⪅ࡢᴗἣࢆሗ࿌ࡿࡍḀᒣ会㢌



��� ௧5ᖺ1�᭶15᪥㸦Ⓨ⾜ᐃ᪥15᪥㸧 浜田商工会議所だより 第415号

石
見
四
市
商
工
会
議
所
、
県
立
大
学
と
の

包
括
的
連
携
協
定
に
基
づ
く
連
携
協
力
事
項
の

実
現
に
向
け
た
意

見

交

換

会

を

開

催

令
和
5
年
�
月
5
日
、
石
見

四
市
商
工
会
議
所
は
、
島
根
県

立
大
学
と
の
包
括
的
連
携
協
定

に
基
づ
く
連
携
協
力
事
項
の
実

現
に
向
け
意
見
交
換
を
浜
田
商

工
会
館
（
浜
田
市
ま
ち
な
か
交

流
プ
ラ
ザ
：
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
）

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
は
、
石
見
四
市

商
工
会
議
所
（
会
頭
、
副
会
頭
、

専
務
理
事
）
か
ら
11
名
、
県
立

大
学
か
ら
は
山
下
理
事
長
外
4

名
が
出
席
さ
れ
、
県
立
大
学
か

ら
、
県
内
人
材
確
保
に
向
け
た

取
組
等
の
概
要
、
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ

Ｉ
未
来
ア
ト
リ
エ
〈
高
大
連
携
〉
、

長
期
実
戦
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

実
施
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

各
商
工
会
議
所
か
ら
は
、
包
括

連
携
協
定
に
基
づ
く
取
り
組
み

状
況
お
よ
び
課
題
等
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
、
連
携
協
力
の
実

現
に
向
け
た
活
発
な
意
見
交
換

と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

県
立
大
学
側
は
八
川
事
務
局
長

を
窓
口
と
し
て
四
市
を
エ
リ
ア

と
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
、
長
期
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
、
連
携

協
力
事
業
の
具
体
的
な
取
組
み

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

令
和
5
年
�
月
6
日
、
当
所

会
議
室
に
お
い
て
会
員
増
強
委

員
会
（
委
員
長

櫨
山
陽
介
）

が
正
副
会
頭
、
7
部
会
の
部
会

長
と
青
年
部
会
長
の
1�
名
の
委

員
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
不
在
で
あ
っ
た
副
委
員
長

の
選
任
で
は
、
福
浜
副
会
頭
が

選
任
さ
れ
、
会
員
増
強
運
動
の

結
果
報
告
と
今
後
の
取
組
み
方

針
、
各
部
会
の
取
組
み
状
況
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
よ
り
会
員
増
強
運
動

の
結
果
報
告
が
あ
り
、
目
標
割

当
数
�
百
に
対
し
て
�5
事
業
所

と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
令
和

5
年
度
、
6
年
度
の
�
ヶ
年
計

画
で
組
織
率
55
％
達
成
、
55
％

達
成
の
た
め
の
目
標
会
員
獲
得

数
�
百
事
業
所
を
設
定
し
引
続

き
会
員
増
強
運
動
に
取
り
組
む

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
部
会
の
取
組
み

状
況
報
告
の
場
で
は
、
各
部
会

長
か
ら
以
前
の
取
組
み
状
況
と

新
�
ヶ
年
計
画
の
取
組
み
方
針

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
目

標
達
成
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

▼ぢᅄᕷ商工会議所ࠊ┴❧Ꮫࡢពぢ会

会
員
増
強
運
動
の
2
年
間
の
取
組
み
結
果
報
告

　
　

引
続
き
2
年
間
取
組
み
運
動
継
続
へ会

員
増
強
委
員
会

【
会
員
増
強
運
動
に
つ
い
て
】

㸦1㸧
会
員
増
強
期
間

令
和
5
年
度
・
6
年
度

�
ヶ
年
計
画

㸦�㸧
獲
得
目
標
設
定

・
組
織
率
55
％
達
成

・
新
規
会
員
獲
得
数

　
　

���
事
業
所

割
当
数

・
正
副
会
頭
・
専
務
理
事

　
　

1�
事
業
所

・
部
会
（
7
部
会
）

　
　

14�
事
業
所

・
青
年
部

1�
事
業
所

・
職
員

4�
事
業
所
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ࠋࡍࡲ࠸⾜ࢆࢫࣂࢻࠊࡋὴ㐵ࢆᑓ㛛ᐙ࡚ࡋᑐႠㄢ㢟⤒ࡢࡓ࡞࠶ࠉࠐࠉࠉ

ࠋࡍࡲࢀࡽࡅཷࡀ⸀᥎ࡸሗࡿࡍ㛵⼥㔠ࠉࠐࠉࠉ

ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀཧຍࡧሗᥦ౪ཬࡢ㈍ಁ㐍ᴗ✀ྛࠉࠐࠉࠉ

ࠋࡍࡲࡁᒆࡀ会議所会ሗࡿࢀࡉᥖ㍕ࡀሗࡘ❧ᙺᴗࠉࠐࠉࠉ

ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀຍධู≉ࡢᴗࠊࡧ⡆␎ཬࡢປ⅏࣭㞠⏝ಖ㝤ົࠉࠐࠉࠉ

ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀຍධඹ῭ไᗘ㸦⏕ඹ῭࣭≉ᐃ㏥⫋㔠➼㸧✀ྛࠉࠐࠉࠉ
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5

年

振

り

に

開

催

浜

田

・

広

島

間

の

経

済

交

流

を

図

る

浜

田

・

広

島

経

済

交

流

懇

談

会

令
和
5
年
�
月
�5
日
、
広
島

の
地
で
浜
田
・
広
島
経
済
交
流

懇
談
会
（
経
済
活
性
化
委
員
会

主
幹
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
あ
り
平
成
��
年
に
広
島
で
開

催
さ
れ
て
以
来
、
実
に
5
年
振

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
当

所
か
ら
は
、
経
済
活
性
化
委
員

会
の
江
木
委
員
長
を
は
じ
め
��

名
が
参
加
、
広
島
商
工
会
議
所

か
ら
は
、
池
田
会
頭
を
は
じ
め

17
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

交
流
内
容
は
、
サ
ッ
カ
ー
ス

タ
ジ
ア
ム
「
エ
デ
ィ
オ
ン
ピ
ー

ス
ウ
イ
ン
グ
広
島
」
建
設
現
場

を
視
察
し
、
視
察
後
は
、
場
所

を
変
え
て
平
和
公
園
近
く
の
お

り
づ
る
タ
ワ
ー
5
階
会
議
室
に

お
い
て
懇
談
会
を
行
い
、
懇
談

会
終
了
後
は
、
同
タ
ワ
ー
1
階

握
手
カ
フ
ェ
に
て
懇
親
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

「
エ
デ
ィ
オ
ン
ピ
ー
ス
ウ
イ
ン

グ
広
島
」
建
設
現
場
視
察

現
在
、
広
島
市
内
に
建
設
中

の
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
「
エ

デ
ィ
オ
ン
ピ
ー
ス
ウ
イ
ン
グ
広

島
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
視
察

冒
頭
に
広
島
市
の
担
当
職
員
よ

り
、
建
設
初
め
か
ら
現
在
ま
で

の
建
設
過
程
の
写
真
を
交
え
な

が
ら
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
概
要
の

説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
建
設

途
中
の
ス
タ
ジ
ア
ム
内
部
を
見

学
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

ᘓタ୰࣒ࢪࢱࢫࡢእほࢡࢵࣂࢆグᛕᙳ

今
年
度
は
、
【
反
射
材
「
こ

こ
に
い
る
よ
！
」
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
】
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

①
子
供
と
高
齢
者
を
は
じ
め

と
す
る
歩
行
者
の
安
全
確
保

➁
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

者
事
故
等
の
防
止
及
び
飲
酒

運
転
の
根
絶
③
自
転
車
の
交

通
ル
ー
ル
順
守
の
徹
底
を
重

点
項
目
と
し
て
全
国
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

青
い
ジ
ャ
ン
パ
ー
姿
の
常
任

委
員
が
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、

浜
田
商
工
会
館
前
の
国
道
���

号
沿
い
で
効
果
的
な
啓
発
活

動
が
行
え
ま
し
た
。

浜
田
商
工
会
議
所
運
輸
部

会
で
は
、
今
後
も
事
故
の
な

い
安
心
安
全
な
地
域
社
会
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
継

続
し
て
啓
発
活
動
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

（
�
月
�1
日
か
ら
��
日
ま
で
）

が
実
施
さ
れ
た
の
に
伴
い
、

��
日
に
商
工
会
議
所
会
館
前

で
運
輸
部
会
（
笹
岡
部
会
長
）

に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動
に
よ

る
呼
び
か
け
が
あ
り
、
参
加

さ
れ
た
7
名
が
プ
ラ
カ
ー
ド

で
「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
交
通
安
全
を

通
行
す
る
車
両
に
訴
え
か
け

ま
し
た
。

秋

の

全

国

交

通

安

全

運

動

で

　

　

　

　

 
 

街

頭

啓

発

活

動

を

実

施

㐠㍺㒊ᖖ௵ጤဨ࠺⾜ࢆၨⓎάືᡭࢆࢻ࣮࢝ࣛࣉ

「
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
建

設
途
中
の
内
部
を
見
る
こ
と
が

で
き
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
」

と
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

広
島
商
工
会
議
所
と
の　
　

経
済
交
流
懇
談
会

懇
談
会
の
冒
頭
、
広
島
商
工

会
議
所
田
中
委
員
長
か
ら
歓
迎

の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け

て
当
所
江
木
委
員
長
が
「
経
済

交
流
懇
談
会
で
得
た
こ
と
を
浜

田
に
持
ち
帰
れ
る
よ
う
し
っ
か

り
と
交
流
を
図
り
た
い
」
と
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
事
業
説
明
に
移
り

広
島
市
都
市
整
備
局
ス
タ
ジ
ア

ム
建
設
部
ス
タ
ジ
ア
ム
工
務
第

二
担
当
技
師
の
中
村
氏
よ
り
「
新

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
ス
タ
ジ
ア
ム

建
設
の
概
要
か
ら
ス
タ
ジ
ア
ム

パ
ー
ク
構
想
や
周
辺
の
広
島
城

な
ど
の
観
光
施
設
を
含
め
た
人

の
流
れ
を
作
る
計
画
等
に
つ
い

て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⤒῭ὶ᠓ㄯ会࡛ሗࡿࡍጤဨࡢⓙࢇࡉ

情
報
交
換
の
場
で
は
、
当
所

か
ら
「
浜
田
市
ま
ち
な
か
交
流

プ
ラ
ザ
に
つ
い
て
」
説
明
し
、

広
島
商
工
会
議
所
か
ら
は
、
「
広

島
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
・
海
生
都
市

圏
研
究
協
議
会
の
活
動
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

浜
田
に
お
い
て
経
済
を
考
え

る
上
で
、
広
島
は
重
要
な
都
市

圏
と
な
る
の
で
5
年
振
り
に
広

島
と
の
経
済
交
流
が
図
ら
れ
、

浜
田
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
交

換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
当
所

と
し
ま
し
て
も
今
回
得
た
情
報

は
経
済
活
性
化
委
員
会
等
を
と

お
し
て
浜
田
経
済
の
発
展
に
繋

が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
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［  浜田商工会議所 青年部だより － 10 月号 － ］

９月例会について ＢＢ委員長　杖田　浩崇

࡞ࡀၥ㢟ࡸᨾᙜ᪥ࢺࣥ࣋ࠊ࠸⾜ࢆಟṇり

ࠋࡍࡲࡁ࠸࡚ࡋࢆㄆ☜࠺よࡿࢀ࠼⤊ࡃ

4ࠋࡍࡲࡋάࡀ㘠ࡣᖺࠊࡓࡲࠉ ᖺりࡢ㘠

ࠎ᪥࡚ࡅྥᙜ᪥ࠊࡽࡀ࡞ࡋࡇり㉳᥀ࢆ᠈グࠊࡵࡓࡢ

୍⏕ᠱ‽ഛࠋࡍࡲ࠸࡛ࢇ⤌ྲྀᙜ᪥ࡣ⨾࠸ࡋ

㘠ࡢࢇࡉࡃࡓࠊ⏬ࢆ‽ഛ1ࠊ࡚ࡋே࡛ࡶከࡢࡃ᪉

࠾࡚ࡋࡕᚅ࠾ྠ୍࣮ࣂ࣓ࣥ࠺よࡿࡅだࡓ࠸᮶ሙࡈ

りࠋࡍࡲ

௧ࠉ 5 ᖺ � ᭶ �1 ᪥㸦ᮌ㸧௧ 5 ᖺᗘ浜田商工会議

所㟷ᖺ㒊 �᭶会ࢆ浜田商工会㤋 �㝵会議ᐊ࡚㛤ദ

ࠋࡓࡋࡲࡋ

11ࠊࡣ会࡛ࡢᅇࠉ ᭶ 4 ᪥㛤ദࠗࡿࢀࡉ㹀㹀

㘠ࣝࣂࢸࢫ࢙ࣇ ࡀ㘠ཧຍࠊࡸᴫせㄝ᫂ࡢ࠘����

ࣗࢽ࣐ࠊ࠸ࡽࡶ࡚ࡗᣢࢆᢸᙜࡶ࣮ࣂ࣓ࣥࡢ࡚ࡵึ

ࣝసᡂࡸᢸᙜᴗົෆᐜࡢㄝ᫂ࣗࢽ࣐ࠋࡓࡋࡲ࠸⾜ࢆ

ࣝㄝ࡛᫂ࠊࡣ☜ㄆ₃࠶➼ࢀりࠊࡀࡓࡋࡲᙜ᪥ࡗࡋ࡛ࡲ

ᢸᙜᴗົෆᐜࡢㄝ࣮᫂ࣂ࣓ࣥࡿࡍࢆ
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௧ 5ᖺ 11 ᭶ 14 ᪥㸦ⅆ㸧1ࠉ�㹼 1� 㛤ദ᪥

��㸸��55����54;$(ࠉࠉ㸸��55�������5/)7ࠉࠉ୰ᑠᴗ┦ㄯ所ࠉ浜田商工会議所ࠉࠉඛӑࡏࢃྜ࠸Ӑၥࠉ

┦ㄯဨᴗᢎ⥅ࠉ࣮ࢱ࣮ࢿࢹ࣮ࢥᮧୖࠉᘯᇶࠉẶ

௧ 5ᖺ 11᭶ 15᪥㸦Ỉ㸧1ࠉ�㹼 1�

᪥ᮏᨻ⟇㔠⼥බᗜ�浜田ᨭᗑ

事業承継相談会 定例経営相談会

無　料相談会開催のお知らせ

創業相談や資金繰りに関するご相談はこちら事業の承継や引継ぎに関するご相談はこちら

�第㸰㸳㸷ᅇᖖ議ဨ会ࡢሗ࿌ࠉ㸦㸷᭶㸯㸰᪥㛤ദ��

協議事項

㸯㸬会議所会ဨຍධᢎㅙࠉ࡚࠸ࡘ����

�᭶ᮎ会ဨᩘ<ࠉࠉ �᭶ᮎ会ဨᩘ<ࠉ1�1�4ࠉ�@     ���1�1ࠉ@

����ᖺ<��ࠉ 4᭶1᪥⌧ᅾ商工ᴗ⪅ᩘ ����1ࠉ@

���51��1㸣@⋠⧊⤌<ࠉࠉ

�㏥会ᴗ所ᩘ�㸸ࠉࠉ��ຍධᴗ所ᩘ�㸸ࠉ����

報告事項

㸯㸬ᕷ㛗ࠊ議㛗ࡢせᮃ᭩ᥦฟ

㸰㸬▱ࡢせᮃ᭩ᥦฟ࡚࠸ࡘ

㸱㸬会ဨቑᙉጤဨ会࡚࠸ࡘ

㸲�ᓥ᰿┴❧Ꮫ▼ぢ㸲ᕷ商工会議所ࡢ
࡚࠸ࡘពぢ会ࠉࠉ
㸳�会ሗࢺ࣮ࢣࣥㄪᰝࡢ⤖ᯝ࡚࠸ࡘ
㸴�ฟᙇ⤒Ⴀ┦ㄯ会࡚࠸ࡘ
㸵�༡ᴟほ ⯪ࠖࡏࡽࡋࠕධ క࠺
࡚࠸ࡘసᡂ࣮ࢱࢫ࣏Ḽ㏄ࠉࠉ
㸶�会㤋⛣㌿グᛕㅮ₇会࡚࠸ࡘ
㸷�㹀㹀㘠ࡢࣝࣂࢸࢫ࢙ࣇ㛤ദ࡚࠸ࡘ

事業説明

࠸ࡘ⏝㞠ࡢ➼⪅ฮົ所ฟ所ࠕ 㹼࡚ࣞࢥ ୰ᅜ㹼ࠖࢡ࣮࣡
ࢭㄝ᫂⪅㸸ᗈᓥ▹ṇ⟶༊▹ṇᑵປᨭሗࣥࠉ ࢱ࣮ ᐊ
Ặࠉࠉཎ▼ࠉㄪᰝಀ㛗ࠉࠉࠉࠉࠉ

会 議 所 月 報

࣭࣭࣭ࠖ࠸࡞ࡀ㛫ࡃ⾜࡚ࡃ㐲ࡣ࡛ࡲ商工会議所ࠊࡶ࡚ࡗ࠶ࡀࡇ࠸ࡓࡋㄯ┦ࠕࠉ

ࠋࡍࡲり࠾࡚ࡋᐇࢆ会ሙ࡛⤒Ⴀ┦ㄯ会ྛࠊࡵࡓࡿᅗࢆ౽ᛶྥୖࡢᴗ⪅ᵝ࣭ᴗᕼᮃ⪅ᵝࡢ㐲᪉࡞ࢇࡑ

ᙜ᪥ࠊࡣ⤒Ⴀᣦᑟဨࠕࡀ㔠⼥ࡸ⛯ົ┦ㄯ ࠋࡍࡲࡁだࡓ࠸࡚ࡏࡉࢆ➼ࠖ⤂ࡈࡢຓ㔠⿵ࠕࠊࠖ

ᙜ所࠾࡛ࡲ㉺ࡓ࠸ࡋだࡃᡭ㛫ࡈࡒ࠺ࠊ࡛ࡢࡍࡲࡅ┬ࢆ⏝ࡃだࠋ࠸ࡉ

出 張 経 営 相 談 会 の お 知 ら せ

出張経営相談会スケジュール

日程 場所 時間

１１月　９日（木） 美川まちづくりセンター 13：30 ～ 15：30

１２月１４日（木）【予定】 周布まちづくりセンター  9：30 ～ 11：30

　　１月１１日（木）【予定】 浜田卸商会館  9：30 ～ 11：30

᪂ධ会ဨࡈࡢෆࡈ�ධ会ࡓ࠸だ࠶ࡁりࡍࡲ࠸ࡊࡈ࠺ࡀ

㨶⫲㓇ሙࠉ➗ᴦࠉࠉࠉࠉࠉࠉ௦⾲ࠉࠉࠉࠉᓘᅵࠉⱥࠉࠉ��浜田ᕷὸ⏫ࠉ���㣧㣗ᴗ

（敬称略）

�QG�+LOO
Vࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ௦⾲ࠉࠉࠉࠉ㧘田ࠉ㍤ࠉࠉ��浜田ᕷὸ⏫ࠉࠉ�㣧㣗ᴗ
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利用料無料

ご登録
者・

ご紹介
率

増加中
！

増加中
！

企業で長く貢献されてきたシニア従業員の方が、60歳以上で退職するにあたり、
キャリア人材バンクに登録されるようご案内ください。
キャリア人材バンクではシニアの方の貴重な能力・経験を求める企業や、多様な
働き方ができる職種をご提案し再就職につなげます。

事業主様用

キャリア人材バンクに登録できる方
60歳以上の在職者で雇用契約期間満了*後に再就職を希望する方
*定年、継続雇用終了、有期雇用契約期間満了により、離職する場合

自らの能力・経験を活かして、66歳以降も働くことを希望する方

退職するシニア従業員の方へ、
キャリア人材バンクの登録をお勧めください。

定年や雇用契約期間満了により、退職される60歳以上の従業員の再就職を支援します

　　　　　　　　　　　　TEL 0852-27-1151 FAX  0852-27-1180
మڲ島根ૈ౪ু௩ৃ551　ॽॵ७ॖૈঅঝ　0007-690ٿ

島根事務所　
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